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. は じ め に






に，パルス波の伝播を観測している[3,4]。後者は，「心電図 Q 波から R 波の間にプルキンエ線維に接す
る心筋での電気的興奮に伴う局所収縮が心筋を伝播する生理学的な現象」を初めて発見した重要な研究で




























た研究にアプローチすることなく Nonlinear Dynamics そのものに関心を払ってきたが将来的には，総合
的な見地からチャレンジしていきたい。



















ル間の層間の厚み Dd を離散化した厚みの基本単位で複数設定すると，時刻 t＝t0(＝tA, tB）において設定
した各層 i(i＝1, 2, …, M）の上端 x1i と下端 x2i の点に位相差トラッキング法を適用して，時刻 t＝t0 を中






即ち，Si(t)は i 番目の層に関して時刻 t における単位長さ当たりの厚み変化速度を表している。これ
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間変調は位相 q とローカル波数ベクトル :q によって特徴ずけられる。
この考えに基ずきスカラー場 f(r, t)は位相 q とローカル波数ベクトル :q によって
f(r, t)＝f(q(r, t), :q(r, t)) (5)
のように書ける[6]。ここで，f は 2 p 周期関数であり，位相勾配は（ローカル波数ベクトル）ローカ
ル波数ベクトルとして :q≡k で与えられ，位相 q で加えた外力に対する振動数への影響を表現してい
る。ここでは，位相勾配は実空間の波数ベクトル k と関係して，つぎのように定義できる[6]。



























Phase_0560に相当し，QRS 波の R 波のタイミングで取り込んだデーターで，心臓の興奮が心室筋の筋細
胞膜に達すると，QRS 波は急速な心室の脱分極から収縮に移行する。また，本実験結果は高精度高分解
能の測定結果が得られているので，細胞レベルのモデルや組織・臓器レベルの収縮・興奮伝播まで，実験
結果とモデル構築の結果等の議論が可能となる。そこで Fig. 3 の Phase_0560が有するフレーム・ナン
バーから Phase_0569までの 1 フレム1.8 msec×9＝16.2 msec の脱分極波の空間ターッゲット波のメカニ
カルな応答特性を確認することが出来た。本来，電気刺激による電気生理学で定義された興奮収縮・連関
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